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[A] 東海道線東海道線東海道線東海道線のののの発発発発車車車車ベルベルベルベルがががが「「「「鉄鉄鉄鉄道唱歌道唱歌道唱歌道唱歌」」」」のののの理由理由理由理由

品川駅の創業は明治5（1872）年5月7日、日本で一番古い鉄道の駅です。「鉄道発祥の地は新橋では?」という声が聞こえて
きそうですが、新橋～横浜間が開業する4ヶ月前に、品川～横浜間の工事が完成。仮営業という形で蒸気機関車が1日2往
復走っていたんです。東海道線のホームの発車ベルが「鉄道唱歌」になっているのは、それにちなんだもの。



ところでこの鉄道唱歌の歌詞、「窓より近く品川
の♪台場も見えて波白き♪」ってご存じでしたか。
文明開化間もない頃、見たこともない鉄道の建
設は反対の声も多く、田町～品川間は海上に幅
6.4mの堤防を築きその上に線路を通したため、
品川駅のホームは波しぶきが打ち寄せていた
んですって。今や新幹線も開業し大ターミナル
駅となった品川駅ですが、当時の人が見たら本
当にびっくりするでしょうね。

 

[B]「「「「0キロポストキロポストキロポストキロポスト」」」」をさがしてみようをさがしてみようをさがしてみようをさがしてみよう

鉄道の起点に設置されている標識「0キロポスト」。品川駅は、0キロポストを2ヶ所で発見できます。まずは1番線の線路で、
山手線の0キロポスト。山手線の起点が品川駅だって知っていましたか。 
15番線の横須賀線では、かつて品川と鶴見間を走っていた東海道貨物支線「品鶴線」の0キロポストが発見できます。 

なお、そのレプリカが、中央改札を入った左側、「郵便荷物車」をかたどった郵便ポストの横に立っています。それにしてもこ
の郵便ポスト、車両表記や手すりの具合など「鉄」の目から見てもかなり凝ったつくりで感動モノ。それもそのはず、JRの東京
総合車両センターで専門家の手により制作されたものなのです。 

 

[C] 田町車田町車田町車田町車両両両両センターセンターセンターセンターのののの車車車車両両両両ををををチェックチェックチェックチェック！！！！

品川駅の北側には「田町車両センター」があります。本来は鉄道車両の整備や組み替えを行うところですが、「鉄」の目には
憧れの車両の宝庫。寝台特急列車華やかなりし頃は、九州行きのブルートレインがずらりと顔を並べていたものです。臨時
ホームの先端から車両センターを見ると、寝台電車「サンライズ」が休んでいます。 



午後になるとその右隣に寝台特急「富士・はやぶさ」がやってきました。品川駅から見られる素晴らしい光景です。ブルートレ
インの廃車が続く昨今、夜明けをイメージした赤い色の「サンライズ」と夜をイメージした「ブルートレイン」が仲良く並ぶ姿が
見られるのも、さびしいことにあとわずかかもしれません（ため息）。 

[D] 臨時臨時臨時臨時ホームホームホームホームはははは大活躍大活躍大活躍大活躍

臨時ホームを歩いていると、185系電車が入線してきました。こ
の電車は湘南ライナーで池袋方面に行った後、保土ヶ谷駅まで
戻って引き込み線に入り、折り返して品川駅まできた回送車両
だそうで、この後は田町車両センターに入庫。

この品川駅の臨時ホーム、回送車両だけでなく東海道線の一部
列車、各種の臨時列車、イベント列車の発着にも活用されてい
るんです。ダイヤ乱れの際に、列車をこのホームに引き込むこと
で時間調整を行うこともあるんだとか。1960年代の盆と正月に
は、上野駅でさばききれなかった東北方面の臨時列車が多数発
車していました。日本の高度経済成長時代から現代まで、様々
な人たちを支えてきたんですね～。 

列車のダイヤは複雑に絡み合っていて、ひとたび遅れが生じる
と回復が大変です。コンピューターを使ったダイヤ回復の仕組み
が実用化されていて、指令室から各駅、各列車に指令を出して
運休させたり、順番を入れ替えて調整し、輸送管理を行っているそう。システマチックな部分もありつつ、電車は人の手で動
かしているなど、人間臭いところが残っているのも、「鉄」にとってはたまらない鉄道の魅力の一つです。 

次回は日本最古の地下鉄「銀座線」を大解剖します。

〈協力〉東日本旅客鉄道株式会社 港区立港郷土資料館 
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